


　
国
保
税
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
と
い
っ
た
税
率
で
、
加
入

世
帯
ご
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
物
価
の
高
騰
な
ど

の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
た
結
果
、

国
保
基
金
を
運
用
し
、
税
率
を
引

き
下
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（
表

１
参
照
）�

�����

　
19
年
度
ま
で
の
国
保
税
は
、
「
医

療
分
」
・
「
介
護
分
」
の
２
項
目

で
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
今
ま

で
「
医
療
分
」
の
中
に
含
ま
れ
て

い
た
老
人
医
療
分
が
廃
止
さ
れ
て
、

代
わ
り
に
「
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
」
が
新
た
に
加
わ
り
３
項
目
と

な
り
ま
し
た
。
（
図
１
参
照
）�

　
な
お
、
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

今
年
度
か
ら
医
療
分
の
課
税
の
上

限
額
は
、
１
世
帯
当
り
56
万
円
か

ら
47
万
円
へ
改
正
さ
れ
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
課
税
の
上
限
額

は
、
12
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
（
表

１
参
照
）�

�����
　
医
療
費
の
支
出
が
増
え
る
と
、

国
保
の
財
政
が
厳
し
く
な
り
、
納

め
て
い
た
だ
く
国
保
税
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
事
や
運
動

な
ど
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
日
頃
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。�

　
町
で
は
９
月
下
旬
か
ら
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

����

　
国
保
税
を
納
め
ず
に
い
る
と
、

通
常
の
保
険
証
に
代
わ
っ
て
、
有

効
期
限
の
短
い
保
険
証
や
、
病
院

な
ど
の
窓
口
で
、
い
っ
た
ん
医
療

費
の
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
納
期
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
税
務
町
民
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
４�

　町では、指定医療機関で行う胃がん個別検診を次
の日程で実施したします。�
　この検診では、胃Ｘ線撮影と内視鏡検査（胃カメ
ラ）が選択できます。�
　町内にお住まいの方で、会社などで受ける機会の
ない方、町人間ドックや総合健診で胃検診を受ける
予定のない方は、受診してください。�
　なお、胃がん集団検診（総合健康診査）は、９月
25日（木）から10月８日（水）に実施を予定してい
ます。�
◎実施期間　８月１日（金）～９月30日（火）�
◎対 象 者　40歳以上の方　※食道・胃疾患により

治療中の方、胃切除などの手術をされ
た方は対象外になります。�

◎検診料金　個人負担　2,500円（※検診当日、各医
療機関に直接お支払いください）�

◎検診内容　胃Ｘ線直接撮影または胃内視鏡検査（一
次検査のみ。それ以外の検査は、全て
自己負担となります）。�

◎申込み期限　９月24日（水）まで下記へ。※後日、
受診票を送付いたします�

◎申込み・問い合わせ先�
　　　　　　町健康福祉課　　62―２１１５�

国
保
税
の
税
率
を�

　
　
　
　引
き
下
げ�

滞
納
は
い
け
ま
せ
ん
！�

日
頃
の
健
康
管
理
が
大
切�

後
期
高
齢
者
支
援
分
の�

　
　
　
　
項
目
が
追
加�

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
国
保
税
を

負
担
し
合
い
、
必
要
な
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
制
度
で
す
。
国
保
を

円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
も
、
国
保
に
加
入
す
る
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
国
保
税
の
納
期
内
納
付
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
今
年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

子宮頚がん・乳がん個別検診指定医療機関�
（希望の医療機関に直接ご予約ください）�

女性個別検診�

2年に1度は忘れずに受診を!!

胃がん施設検診実施医療機関�

胃がん個別検診�

あづまクリニック�
（医）三愛会　池田記念病院�
石川内科�
（医）折笠クリニック�
（医）三恵会　春日クリニック�
熊田医院�
公立岩瀬病院�
小橋クリニック�
（医）平心会　須賀川病院�
（医）田中医院�
天栄村国民健康保険診療所�
（医）のがえ内科クリニック�
（医）社団三成会�
南東北春日ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院�
みやのもりクリニック�
（医）矢吹医院�
（医）渡辺内科胃腸科クリニック�

７２－３７５５�
７５－２１６５�
６３－９０２0�
７２－７０６５�
７５－３５５１�
６５－３５８８�
７５－３１１１�
７２－１５５５�
７５－２２１１�
８２－２５８９�
８４－２００５�
９２－２１１３�

６３－７２９９
�

�
７２－１２２２�
６２－２０１８�
７６－５５１１�

電話番号�医療機関名�

（医）啓正会　国分内科クリニック�
国立病院機構福島病院�
（医）関根医院�
（医）山田クリニック�

７３－１１５５�
７５－２１３１�
７３－１０３５�
６３－０１０１�

あべ内科医院�
（医）西間木医院�
針谷クリニック�

６９－１１２２�
７６－３４００�
６２－５２００�

＜実施期間＞　８月１日（金）～�

　　　　　　　　　12月19日（金）�

＜対 象 者＞　　子宮頚がん検診

は20歳以上の方、

乳がん検診は40歳

以上の方で、年度

内に偶数年齢に達

する方。�

　　　　　　　　ただし、それぞれ子宮がん・乳がん等で治

療中の方は対象外です。�

＜検診料金＞　子宮頚がん：1,200円�

　　　　　　　乳がん：40歳以上1,400円�

　　　　　　　50歳以上1,200円�

＜実施方法＞　指定医療機関に直接お申し込みください。�

　　　　　　　当日は、住所確認のため保険証を持参ください。�

�

■女性がん集団検診（子宮頚がん、乳がん、骨粗しょう症検診）

は、7月24日（木）に実施されます。（乳がんのみ予約必要）�

＜受付＞　午前９時～10時　　午後１時～２時�

＜会場＞　町公民館�

�

＜検診に関する問合せ＞　町健康福祉課　電話６２－２１１５�

図１  国保税の項目�
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燃えるごみは、水をよく切ってから、町指定のごみ袋で出してください。�ごみは分別を�

　
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

報
告
含
む
16
件
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。�

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成

19
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
し
た

事
件
の
承
認
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認

な
ど
報
告
10
件
、
平
成
20
年
度

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
６

件
で
し
た
。�

　
専
決
処
分
と
は
、
本
来
議
会

の
議
決
、
決
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
案
件
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

議
会
の
議
決
前
に
町
長
が
処
理

す
る
こ
と
で
す
。
専
決
処
分
し

た
案
件
は
、
次
の
議
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

���

　
今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
平
成
20
年
度
町
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
約
１，
１
９
９
万
円

で
、
農
地
水
環
境
保
全
向
上
対

策
共
同
活
動
支
援
交
付
金
や
境

土
地
区
画
整
理
事
業
賦
課
金
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

寄
付
金
税
額
控
除
が
改
正
さ
れ

た
た
め
な
ど
に
よ
る
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
国

民
健
康
保
険
税
率
を
改
定
す
る

た
め
の
改
正
条
例
な
ど
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。�

１～９　専決処分した事件の承認について（平成19年度 一般会計、各会計予算など）�
１０　　繰越明許費繰越計算書について�
１１　　企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第10条
　　　　第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定について�
１２　　鏡石町税条例の一部を改正する条例の制定について�
１３　　鏡石町税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について�
１４　　鏡石町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について�
１５　　平成20年度鏡石町一般会計補正予算（第１号）�
１６　　平成20年度鏡石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）�

　
今
回
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
、
一
日
も
早
く
復
興

さ
れ
、
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
願
う
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
へ
哀
悼
の
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

　
平
成
20
年
度
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
間
も
な
い
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
主
な
事
業
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。�

　
快
適
な
都
市
づ
く
り
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
地
方
道
路
整
備
、

生
活
環
境
の
整
備
に
向
け
た
下

水
道
整
備
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

当
町
の
下
水
道
普
及
率
は
県
内

で
も
上
位
に
あ
り
ま
す
。
駅
東

第
１
土
地
区
画
整
理
事
業
は
一

部
の
道
路
築
造
工
事
を
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
道
全
般
に
わ
た
る
将

来
計
画
を
含
め
た
認
可
申
請
を
、

今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
元
気
づ
く
り
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
感
染
症
の
予

防
、
精
神
保
健
の
啓
発
等
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
健
康
診
査
事

業
、
母
子
保
健
事
業
、
予
防
接

種
事
業
等
を
年
間
計
画
に
基
づ

き
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。�

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
中

学
生
を
対
象
と
す
る
「
海
外
文

化
学
習
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

７
月
の
出
発
に
向
け
準
備
を
し

て
お
り
、
今
後
の
中
学
生
の
活

躍
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。�

　
第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
報
告
10
件
を
含
む
16
の
議
案

が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
回

の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た

海
外
文
化
学
習
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た

ち
に
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
し
て
お
り
、
今

ま
で
に
延
べ
２
５
８
名
が
参
加
し

て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
研
修
に
は
、
団
長
含
め

16
名
の
団
員
が
参
加
し
、
７
月
24

日
（
木
）
か
ら
８
月
１
日
（
金
）

ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
カ
ナ
ダ

の
ケ
ロ
ー
ナ
な
ど
３
都
市
を
訪
問

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
程
に

は
、
雄
大
な
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ

キ
ー
、
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
氷
原
見
学
の
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
も
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
異
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
団
員
は
、
英
語
指
導
助
手
に
よ

る
英
語
教
室
な
ど
を
受
講
し
て
か

ら
研
修
に
臨
む
こ
と
に
な
り
、
カ

ナ
ダ
で
は
よ
さ
こ
い
踊
り
も
披
露

す
る
予
定
で
す
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
も
っ
て

応
募
し
団
員
と
な
ら
れ
た
14
名
の

中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
、
９
日
間

で
の
語
学
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
よ
る
異
文
化
体
験
を
通
し
、
国

際
感
覚
を
肌
で
感
じ
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
団
長
と
し
て
団
員
の
体
調

管
理
と
安
全
に
は
万
全
を
期
し
、

研
修
の
目
的
を
果
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

16
件
の
議
案
を
可
決�

一
般
会
計
に�

約
１，
１
９
９
万
円
を
増
額
補
正�

町
長
説
明
主
旨

町
長
説
明
主
旨�

町
長
説
明
主
旨�

今回の定例会に提出された議案�

月日�

7.24�

7.25�

7.26�

7.27�

7.28�

7.29�

7.30�

7.31�

8.1

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

鏡石町�

バンフ�

ケローナ�

ケローナ�

ケローナ�

ケローナ�

バンクーバー�

バンクーバー�

鏡石町�

出発式、空路カナダへ出発�

カナディアンロッキー見学�

ホストファミリーと歓迎会�

ホストファミリーと1日�

英語研修�

ホストファミリーとさよなら会�

中華街など見学�

空路日本へ�

到着後、解散式�

曜日� 訪問都市� 主なスケジュール�

団 員 名 簿 �

行　程　表�

区分� 性別�氏　名�

団長�

副団長�

1�

2�

3�

4�

5�

6

男�

男�

男�

男�

男�

男�

男�

女�

遠 藤 栄 作 �

小 貫 崇 明 �

面 川 智 暉 �

鈴 木 拓 也 �

角 田 直 樹 �

根　本　竜太郎�

宗　形　健士朗�

相 田 友 理 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

区分� 性別�氏　名�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14

女�

女�

女�

女�

女�

女�

女�

女�

青 山 玲 奈 �

小 林 美 穂 �

佐久間　　　南�

佐 藤 奈 海 �

清　水　有梨花�

竹 山 美 湖 �

松 崎 有 香 �

村 上 加 奈 �

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

団　長�
教育課長�
遠 藤 栄 作�

雄大なカナダの大自然�雄大なカナダの大自然�
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東
北
自
動
車
道
鏡
石
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
を
利
用

し
た
鏡
石
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
社
会
実
験

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
町
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

協
議
会
で
は
、
平
成
19
年
４
月

１
日
以
降
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を

新
た
に
購
入
・
設
置
・
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
し
、
次
の
対
象
条
件
を

満
た
し
た
方
に
５，
０
０
０
円
（
た

だ
し
５
，
０
０
０
円
未
満
の
場

合
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購
入
・

設
置
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
要
し

た
額
が
上
限
）
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。�

　
平
日
の
日
中
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
設
置
補
助
申
請
の
た
め
に
役

場
へ
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
方

の
た
め
に
、
土
・
日
曜
日
、
祝

祭
日
、
平
日
時
間
外
の
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。
申
請
書
の
受

付
は
、
役
場
宿
直
室
で
お
預
か

り
し
ま
す
の
で
、
役
場
東
側
入

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
振
る
っ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

◎
補
助
対
象�

　
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
　
〜

　
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
で
す
。�

�

　
鏡
石
町
に
住
民
登
録
（
外
国
人

登
録
を
含
む
）
し
て
お
り
、
町
税

等
に
未
納
が
な
い
方
及
び
事
務
所
・

事
業
所
を
有
す
る
法
人
等
。�

　
平
成
19
年
４
月
１
日
異
常
に
Ｅ

Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
新
た
に
購
入
・
設

置
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
方
。�

　
社
会
実
験
開
始
後
に
鏡
石
町
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
３
回
以
上
利
用
し

た
方
。�

　
個
人
に
対
す
る
補
助
は
１
世
帯

当
た
り
３
台
限
り
と
し
、
法
人
に

対
す
る
補
助
は
１
事
務
所
ま
た
は

１
事
業
所
当
た
り
３
台
限
り
と
な

り
ま
す
。�

◎
申
請
に
必
要
な
書
類�

・
補
助
金
交
付
申
請
書�

・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
証
明
証
の
写
し�

・
自
動
車
車
検
証
の
写
し�

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
証
明
書
ま
た
は
、

　
利
用
し
た
事
が
わ
か
る
も
の�

・
代
理
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状�

※
受
付
時
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購

入
・
設
置
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た

領
収
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
申
請
は
役
場
都
市
建

設
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

鏡
石
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
協

議
会
（
事
務
局
　
町
都
市
建
設
課
）�
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町
内
の
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る

ご
み
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
処
理
し
き

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
を
焼
却
す
る
と
二
酸
化

炭
素
が
で
る
た
め
地
球
温
暖
化
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
毎
週
火
・

金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
お
宅
で
は
週
１
回
、
そ

れ
と
も
週
２
回
出
し
て
い
ま
す
か
。

週
１
回
燃
え
る
ご
み
を
１
袋
出
す

家
庭
で
も
１
年
間
に
す
る
と
写
真

の
よ
う
に
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
、
町
内
か
ら
出
た

ご
み
の
量
と
そ
の
処
理
費
用
は
次

の
と
お
り
で
す
。�

・
ご
み
の
量
（
全
体
）�

　
　
　
　
　
　
　
４，
３
７
５
ｔ�

　
１
人
あ
た
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
約
３
３
７
kg�

・
燃
え
る
ご
み
の
量
（
全
体
）�

　
　
　
　
　
　
　
３，

５
６
９
ｔ�

　
１
人
あ
た
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
約
２
７
５
kg�

・
ご
み
処
理
費
用�

　
　
　
　
　
約
７，

４
３
０
万
円�

　
１
人
あ
た
り�

　
　
　
　
　
　
約
５，

７
０
０
円�

　
１
年
間
に
で
た
ご
み
の
約
８
割

が
燃
え
る
ご
み
で
あ
り
、
ご
み
の

処
理
費
用
の
ほ
と
ん
ど
が
燃
え
る

ご
み
の
処
理
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
燃
え
る
ご
み
を
減
量
す
れ
ば
、

処
理
費
用
も
減
り
、
焼
却
に
伴
う

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
燃
え
る
ご
み
の
減
量
方
法
と
し

て
は
、�

　
包
装
紙
な
ど
は
古
紙
類
へ
出
す�

　
生
ご
み
は
た
い
肥
に
リ
サ
イ
ク

　
ル
す
る�

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
町
は
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す

る
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入
に
対
す

る
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
生
ご
み
は
水
分
に
よ
り

重
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
水

分
を
切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
町
の
支
出
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
民
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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＝花いっぱい運動一斉定植＝�
町内に約２万株の花を定植�

　花いっぱい運動実行委員会（西牧英二会長）は、
６月22日（日）午前６時から、町公民館、各行政区
集会所などで花の一斉定植を実施しました。�
　町公民館では約40名が参加する中、公共施設に備
えるプランター180個、県道敷きにマリーゴールド
500本を定植しました。�
　この事業は町を花でいっぱいにしようとした取り
組みで、今年はマリーゴールド、サルビアなど約２
万株の花が町内に定植されました。�

７月27日(日)午前８時から午前９時まで役場駐車場で開催します。�朝市の開催� 燃えるごみは、水をよく切ってから町指定のごみ袋で出してください。�ごみは分別を�

雨の中県道敷きで丁寧に花を植える参加者�雨の中県道敷きで丁寧に花を植える参加者�

＝吉田宏さん油絵寄贈＝�
あやめの大作を寄贈�

　６月６日（金）町役場において、あやめの油絵を
町に寄贈された吉田宏さん（前山）への感謝状贈呈
式が行われました。この油絵は、吉田さんの父であ
る故吉田義雄さんが平成元年に描いたもので、故人
の生前遺志により寄贈されたものです。�
　油絵は、縦１．３　、横１．５　の大作で、鳥見
山公園のあやめが題材となっています。この油絵は、
役場１階ロビーに展示されていますので、みなさん
是非ご覧ください。�

油絵をバックに写真左から大河原副町長、吉田さん、木賊町長�油絵をバックに写真左から大河原副町長、吉田さん、木賊町長�

＝社会教育関係委員へ委嘱状交付＝�
４団体29名の委員へ委嘱状を交付�

　社会教育関係委員27名への委嘱状交付式が５月29日
（木）、30日（金）町公民館で行われました。�
　当日は、佐藤節雄教育長から一人ひとりに委嘱状が
交付されました。各委員の任期は、平成22年３月末ま
での２年間となります。�
　各委員の代表は次のとおり※敬称略�
◎社会教育委員　議長：柳沼信夫◎図書館協議会委員
　会長：佐藤太日司、◎文化財保護審議会委員　委員
長：村越立典、体育指導委員　委員長：鈴木常一�

委嘱状を受ける柳沼議長（写真左）�委嘱状を受ける柳沼議長（写真左）�

1年間の家庭ごみの量はトラック一杯に�

＝第一小学校救援金寄贈＝�
被災地へ届け一小児童の思い�

　第一小学校（佐藤　実校長）ボランティア委員会は、
６月11日（水）役場町長室を訪れ、日本赤十字社福
島県支部鏡石分会長木賊政雄町長に２６，７４２円を
寄贈しました。�
　この募金は、ミャンマー、中国四川省の災害のた
めの救援金で、同校のボランティア委員が全校生か
ら募ったものです。�
　この日は、ボランティア委員長の青山聖也くん、
副委員長の滝口結菜さん、委員の石井竜也くんが町
長室を訪れました。�

木賊町長木賊町長（写真左）（写真左）に救援金を手渡す児童に救援金を手渡す児童（写真右から滝口さん、（写真右から滝口さん、青山くん、青山くん、石井くん）石井くん）�木賊町長（写真左）に救援金を手渡す児童（写真右から滝口さん、青山くん、石井くん）�



たばこ税は貴重な町の財源です。�たばこの購入は鏡石町で�

広　　　告�

岩手県盛岡市�

　今月は、岩手県盛岡市ご出身の角田仁美さんにお話
しを伺いました。�
　岩手県の県庁所在地盛岡市は、人口30万人を数える
自然豊かなところです。宮沢賢治や石川啄木などが青
春時代を過ごした文化のまちとしての一面も持って
います。また、市花は鏡石町と同じアヤメ科の「カキツ
バタ」としています。�
　「本場の盛岡冷麺を食べに行ってみてください。味
は保証付きです」と話してくださる角田さんはおいし
いものを食べることが趣味だそうです。�
　角田さんはゴミの分別や省エネに心掛けておられ、
鏡石町に引っ越してきてからはマイバッグを持ち歩
くようになったそうです。今後、全都道府県の温泉め
ぐりをしてみたいそうです。�
　町の印象を「盛岡に比べると雪が少なくて良いですが、
公共の交通の便があまり良くないこと、大きな病院や
警察署がないことが不安です」と話してくださいました。�
　まちづくりについて尋ねると「フリーマーケットを
やってほしいと思います。色々な年代の人が楽しむこ
とが出来、交流できる場やイベントがあるといいでし
ょうね」と答えてくださいました。�

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。
故郷の思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、
町総務課（　62-2111）までお電話ください。�

角田　仁美さん（岡ノ内）�角田　仁美さん（岡ノ内）�

７月13日（日）から17日（木）まで、６～７月分の水道メーター検針を実施します。�水道メーター検針�

＋�
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「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
全

国
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
ふ
る
さ
と
な
ど
の
市
区

町
村
に
住
民
税
の
一
部
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。�

　
各
自
治
体
が
独
自
の
計
画
で
こ

の
制
度
を
進
め
る
中
、
本
町
で
は

「
ふ
る
さ
と
鏡
石
あ
り
が
と
う
事

業
」
の
名
称
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
寄
附
い
た
だ
き
、
町
の
地

域
振
興
の
た
め
に
有
効
活
用
す
る

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
計
画
で
は
、
町
が
将
来
に

向
け
て
最
も
必
要
な
事
業
を
選
択

し
、
寄
附
者
に
見
え
る
事
業
を
基

本
に
次
の
３
つ
の
事
業
と
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
寄
附

金
は
、
「
ふ
る
さ
と
鏡
石
あ
り
が

と
う
基
金
」
へ
積
み
立
て
る
こ
と

に
な
り
、
寄
附
金
の
使
途
は
次
の

３
つ
の
中
か
ら
み
な
さ
ん
が
自
由

に
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

　
文
教
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事

業
（
学
校
校
舎
改
築
な
ど
）�

　
花
い
っ
ぱ
い
の
潤
い
と
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
フ
ロ
ー

ラ
（
花
の
女
神
）
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
実
施�

　
そ
の
他
、
特
に
使
途
を
指
定
し

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業�

���

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
て
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
税
法

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
で
は
、
市
区
町
村
へ

５
千
円
以
上
寄
附
し
た
場
合
、
確

定
申
告
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
へ
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

寄
附
額
か
ら
５
千
円
を
引
い
た
額

が
所
得
税
と
個
人
住
民
税
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
控
除
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ

し
、
控
除
対
象
額
は
、
個
人
住
民

税
所
得
割
額
の
１
割
が
上
限
と
な

り
ま
す
）
税
金
面
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
鏡
石
町
が
発
行
し
た

受
領
書
を
添
付
し
、
確
定
申
告
ま

た
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
総
務
課
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日
本
赤
十
字
社
鏡
石
分
会
は
、

今
年
５
月
、
各
行
政
区
を
通
じ
て

日
本
赤
十
字
社
費
の
募
集
を
し
ま

し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
善

意
に
よ
り
１，
９
２
５，
５
０
０
円

の
社
費
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
社
費
は
、
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
を
通
し
て
本
部
に
送

ら
れ
、
世
界
平
和
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
災
害
義

援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す �

��

　
現
在
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

災
害
義
援
金
の
募
集
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
町
税
務
町
民
課
、
町
健

康
福
祉
課
、
公
民
館
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
図
書
館
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は
７
月

末
ま
で
設
置
の
予
定
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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全
国
一
斉
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
ふ
る
さ
と

を
応
援
し
た
い
、
大
切
に
し
た
い
な
ど
の
気
持
ち
を
形
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
制
度
へ
の
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
離
れ
て
暮
ら

す
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
な
ど
へ
こ
の
制
度
へ
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。�

　温室効果ガス削減のため、夏のエアコン設定温
度を28℃に。そんなオフィスで快適に過ごすため
にスタートしたのが「クールビズ」です。�
　この夏は、「クールビズ」に自分ならではの温暖
化防止アクションを足した『クールビズ＋（プラス）』
の新しい習慣を始めてみませんか。�
　例えば、「クールビズ＋（マイバック）や（マイ
箸）、（うちわ）など」さらには、メタボ対策を兼
ねて「クールビズ＋（自転車通勤）や（徒歩通勤）」
など、自分にあった新しい習慣で温暖化防止活動
にご協力下さい。�
　また、夏はエネルギー需要がもっとも増加する
季節です。各家庭でも省エネにご協力下さい。�
�
《役場もクールビズ実施中》�
　鏡石町役場では、6月1日からクールビズに取
り組み、ノーネクタイや暑さをしのぎやすい軽装
を奨励しています。また、冷房の温度も高めに（28
℃）設定しておりますので、役場にご用の際は軽
装でお越し下さい。�

鏡石町で出されたゴミ総量�

◎問い合せ先　健康福祉課　　62－2115

町
の
取
り
組
み
内
容
は�

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に�

　
　
感
謝
い
た
し
ま
す�

寄
附
に
対
す
る�

税
法
上
の
優
遇
措
置�

20年�
鏡石町の�

ゴミ収集実績�

5月の収集量（t）�

燃 え る ゴ ミ �

燃えないゴミ�

合 計 �

資 源 物 �

325.6�

14.8�

340.4�

20.7

19年�

332.6�

14.9�

347.5�

21.5

前年対比�

97.9％�

99.3％�

98.0％�

96.3％�

生ごみの減量化と有効利用のためＥＭバケツ�
設置奨励金交付中�

花いっぱいのまちづくりのために�花いっぱいのまちづくりのために�

子どもの健やかな成長のために�子どもの健やかな成長のために�



　
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
時
　
７
月
19
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
　
あ
ゆ
み
ら
い�

・
内
容
　
歌
と
お
は
な
し
『
あ

め
ふ
り
く
ま
さ
ん
』
ほ
か�

　
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な

し
会�

・
日
時
　
７
月
23
日
（
水
）�

　
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で�

・
内
容
　
絵
本
『
ノ
ン
タ
ン
　

あ
わ
　
ぷ
く
ぷ
く
　
ぷ
ぷ
ぷ
う
』

の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
魚

つ
り
ゲ
ー
ム�

・
対
象
　
就
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
の
方�

　
子
ど
も
映
画
会
（
　
）�

・
日
時
　
７
月
26
日
（
土
）�

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
40
分

ま
で�

・
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ�

『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
　
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
を
探
せ
！
』�

　
子
ど
も
映
画
会
（
　
）�

・
日
時
　
８
月
２
日
（
土
）�

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
10
分

ま
で�

・
上
映
作
品
　
『
キ
ャ
ス
パ
ー
』�

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー�

　
７
・
８
月
の
展
示
テ
ー
マ
は
「
夏

休
み
自
由
研
究
」
で
す
。
短
い

期
間
で
出
来
る
自
由
研
究
の
本
、

実
験
や
工
作
の
本
を
多
数
展
示

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
君
た
ち
に
お
す
す
め
し
た
い

こ
の
一
冊
コ
ー
ナ
ー�

　
夏
休
み
期
間
中
に
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
読
ん
で
も
ら
い
た

い
お
す
す
め
の
本
を
選
ん
で
展

示
い
た
し
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
本
を

み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。�

　
町
で
は
、
死
亡
に
よ
っ
て
父

ま
た
は
母
な
ど
を
失
っ
た
児
童
（
遺

児
）
に
つ
い
て
遺
児
手
当
を
支

給
し
て
お
り
ま
す
。�

　
小
・
中
学
校
ま
た
は
盲
学
校
、

聾
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
児
童
で
、

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
手
当
は
年
額
で
遺
児

１
人
に
つ
き
１
万
円
と
な
り
ま
す
。�

　
父
母
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
か

が
死
亡
し
た
場
合
。
（
事
実
婚

及
び
、
再
婚
し
た
場
合
を
除
く
）�

　
父
母
が
死
亡
し
た
後
、
３
親

等
内
の
親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
方
で
当
該
親
族
が
死
亡
し
た

場
合
。�

※
昨
年
、
町
で
受
給
さ
れ
た
方

は
通
知
を
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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�

　
道
路
沿
線
の
商
店
な
ど
に
、

買
い
物
な
ど
で
歩
道
に
駐
車
す

る
車
が
あ
る
と
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
来
歩
道
は
、

道
路
を
通
行
す
る
車
か
ら
歩
行
者
、

自
転
車
、
車
い
す
な
ど
の
交
通

弱
者
を
安
全
に
通
行
さ
せ
る
た

め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
歩

行
者
な
ど
の
通
行
に
支
障
に
な

り
事
故
の
原
因
と
な
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
歩
道
に
は
駐
車
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
商
店
な

ど
を
ご
利
用
の
際
は
最
寄
り
の

駐
車
場
な
ど
を
利
用
さ
れ
、
交

通
事
故
防
止
の
た
め
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会�

　
　
　
（
事
務
局
　
町
総
務
課
）�
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町
国
際
交
流
推
進
協
議
会
（
柳

沼
一
良
会
長
）
で
は
、
財
団
法

人
福
島
県
国
際
交
流
協
会
よ
り

講
師
を
招
き
、
次
の
と
お
り
出

前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。�

　
カ
ナ
ダ
の
事
例
や
楽
し
い
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
、
海
外
と
の
異
文

化
交
流
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。�

◎
テ
ー
マ
　
違
い
は
豊
か
さ
＝

カ
ナ
ダ
か
ら
見
た
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＝�

◎
日
時
　
７
月
19
日
（
土
）
　

　
午
後
１
時
30
分
〜�

◎
場
所
　
町
図
書
館
　
視
聴
覚

ホ
ー
ル�

◎
参
加
費
　
無
料�

◎
申
込
み
期
限
　
７
月
16
日（
水
）�

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
国
際
交
流
推
進
協
議
会�

　
　
　
（
事
務
局
　
町
総
務
課
）�
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７月22日（火）、８月３日（日）午後１時30分から３時30分まで町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

　
福
島
県
に
は
約
１
万
３
千
人

の
外
国
籍
の
方
々
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
財
団
法
人
福
島
県
国

際
交
流
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
日
本
語
で
外
国
人
に
日
本
語

を
教
え
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
友
達
お
誘
い
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
各
回
、
次
の
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

◎
教
え
方
入
門
　
　
７
月
26
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
教
え
方
入
門
　
　
８
月
２
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
教
え
方
入
門
　
　
８
月
９
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
音
声
と
方
言
　
８
月
23
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
文
法
　
　
９
月
６
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
文
法
　
　
９
月
13
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

◎
場
所
　
郡
山
市
労
働
福
祉
会

　
館
（
郡
山
市
虎
丸
）�

◎
協
力
金
　
１
講
座
　
１，

５

　
０
０
円
（
賛
助
会
員
は
８
０

　
０
円
）�

◎
定
員
　
１
講
座
30
名
（
先
着

　
順
受
付
と
し
、
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
）�

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

（
財
）
福
島
県
国
際
交
流
協
会�

　
０
２
４
―
３
２
１
―
１
３
１
５�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

で
は
、
平
成
21
年
度
採
用
の
消

防
職
員
（
高
卒
程
度
）
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。�

◎
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数�

　
消
防
職
　
７
名
程
度�

◎
受
験
資
格�

　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

◎
試
験
の
期
日
・
内
容�

　
第
１
次
試
験�

　
平
成
20
年
９
月
21
日
（
日
）�

　
教
養
試
験
・
作
文
・
適
性
検
査�

　
第
２
次
試
験�

　
平
成
20
年
10
月
下
旬
予
定�

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）�

◎
受
験
手
続�

　
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
総

務
課
、
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

　
な
お
、
受
験
案
内
及
び
申
込

み
用
紙
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。�

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス�

http://w
w
w
.sukagaw

a119.jp�

◎
受
付
期
間�

　
平
成
20
年
７
月
14
日
（
月
）

か
ら
８
月
15
日
（
金
）
ま
で�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

総
務
課
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消
防
職
員
募
集
�

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
�

　
　
　
　
　
　
講
座
を
開
催
し
ま
す
�

○３歳児健康診査�
日時　７月11日(金)午後１時15分～�
場所　町保健センター�
○ペアレントクラス（両親学級）�
日時　７月11日(金)､18日(金)､�
　　　25日(金)　午後６時30分～�
場所　町保健センター　など�
内容　初産の方を対象とした出産につ
　　　いての講話、呼吸法など�
○３～４か月児健康診査�
日時　７月16日(水)午後１時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
○９～10か月児健康診査�
日時　７月16日(水)午後１時15分～�
場所　町保健センター�
○つどいの広場　子育て講座�
　「手作りおもちゃ」�
日時　７月30日(水)午前10時～�
場所　町保健センター�
○１・２歳児健康相談�
日時　８月１日(金)午前９時30分～�
場所　町保健センター�
○成田健康・栄養相談�
日時　８月７日(木)午前11時～�
場所　成田保健センター�

乳幼児健診等のお知らせ�

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

（20.５. 31 現在）�

火　災 � １件　�（７）�
救　急�
水　害 �

214�
０�
件�
件�
（222）�
（０）�

（　）は前年同期の件数�

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」�
（全国統一防火標語）�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（20. ６. 1 現在）�

12,706人 �（＋３）�

6,208 人 �（－１）�

6,498 人 �（＋４）�

3,995 世帯 �（＋７）�

（　）�は前月との比較�

（20.５. 31 現在）�

件　数 � 30件 �（35）�

死　者 �２人 �（０）�

傷　者 � 33人 �（43）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　73日～�

11

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

固定資産税（2期）�
国民健康保険税（1期）�
公共下水道受益者負担金（1期）
の納入期限は７月31日です。�

10

戸籍の窓�

地区 � 赤ちゃん � お父さん � お母さん�

地区 � 花むこさん � 花よめさん�
お　い　わ　い�

地区 � 氏　名 � 年齢�
か　な　し　み�

よ　ろ　こ　び�

information

図
書
館

図
書
館
だ
よ
り

だ
よ
り
�

図
書
館
だ
よ
り
�

遺
児
手
当
を
�

　
　
支
給
し
て
い
ま
す
�

歩
道
に
は
車
を
止
め
な
い
で
�

身
近
な
異
文
化
に
�

　触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
�

－５月受付分－�

久来石　影山　　陽　 直　二　 由　香�

笠　石　近内　謙太　 昭　弘　 　操�

鏡石１　吉田　好希　 　禎　　 美智子�

鏡　田　橋本　空良　 陽　一　 かおり�

　〃　　草野　　心　 英　貴　 幸　子�

旭　町　佐藤　玖空　 友　彦　 宏　美�

さかい　鵜沼　奈菜　 卓　三　 美　雪�

　〃　　佐藤　心花　 伸　二　 夏　枝�

　〃　　吉田　　雫　 政　孝　 佳奈子�

久来石�

笠　石�

仁井田�

鏡　田�

旭　町�

鏡石２　  佐久間　タカヨ　　  88�

仁井田　  添　田　倉　雄　　  76�

鏡　田 　稲　田　金　五　　  85�

　〃　　  滝　田　辰　代　　  91�

高久田 　根　本　萬　次　　  75�

成　田 　根　本　守　二　　  71�

�

江 畠 豊 人 �

大河原　純�

仲 沼 君 和 �

柳 沼 真 琴 �

滝 口 隆 秀 �

（大河原）小百合�

（戸石）美代子�

（佐藤）仁　美�

（関根）郁　子�

（照井）昌　子�

　　　　はる�

　　けん た�

　　こう き�

　　 そ　ら�

　　　　しん�

　　くうあ�

　　 な　な�

　　 みはな�

　　　 しずく�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�
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